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◆
６
月
の
歳
時
記
◆

６
月
の
未
曽
有
の
災
害
『
明
治
の
淀
川
大
洪
水
』

Ｊ
Ｒ
尼
崎
か
ら
大
阪
に
向
か
う
際
に
河
口
に
向
か
っ
て
豊
か
に
水
を
湛
え
る
雄
大

な
淀
川
を
誰
も
が
目
に
し
ま
す
が
、
実
は
１
３
９
年
前
の
明
治
１
８
年
６
月
、
淀
川

は
歴
史
に
残
る
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
以
下
は
そ
の
時
の
詳
細
で
す
。

６
月
上
旬
か
ら
二
つ
の
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
雨
が
降
り
続
け
、
１
５
日
の
夜
か

ら
は
つ
い
に
豪
雨
が
始
ま
り
、
淀
川
は
見
る
間
に
増
水
し
て
い
っ
た
。
１
６
日
、
淀

川
右
岸
の
支
流
で
あ
る
檜
男
川
（
高
槻
市
）
芥
川
（
高
槻
市
）
、
安
威
川
（
茨
木

市
）
、
茨
木
川
（
茨
木
市
）
が
氾
濫
し
、
１
７
日
、
淀
川
左
岸
に
あ
る
支
流
の
枚
方

市
天
野
川
の
堤
防
が
決
壊
、
次
い
で
夜
に
入
っ
て
枚
方
市
の
伊
加
賀
で
淀
川
本
流
の

堤
防
が
１
８
２
メ
ー
ト
ル
に
も
渡
っ
て
決
壊
す
る
「
伊
加
賀
切
れ
」
が
発
生
し
、
や

が
て
３
６
４
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
淀
川
南
側
に
あ
ふ
れ
出
し
た
。
淀
川
左
岸

の
堤
防
は
各
所
で
決
壊
し
、
加
え
て
淀
川
支
流
の
河
川
や
用
水
路
の
水
も
あ
ふ
れ
出

し
、
河
内
平
野
の
北
側
一
帯
が
浸
水
。
浸
水
地
域
は
現
在
の
大
阪
市
都
島
区
、
旭
区
、

城
東
区
、
鶴
見
区
、
守
口
市
、
門
真
市
、
寝
屋
川
市
、
枚
方
市
、
摂
津
市
、
茨
木
市
、

高
槻
市
の
広
範
囲
に
上
っ
た
。

ひ
と
ま
ず
洪
水
の
勢
い
が
止
ま
っ
た
事
に
よ
り
、
当
時
の
大
阪
府
知
事
、
建
野
郷

三
は
大
川
の
堤
防
を
わ
ざ
と
決
壊
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
こ
の
膨
大
な
水
を
流
し
て
し
ま

お
う
と
「
わ
ざ
と
切
れ
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
か
ら
度
々
行
わ
れ
て
き
た
方
法
を

と
る
事
と
し
、
洪
水
地
域
の
南
西
の
角
、
大
川
と
寝
屋
川
の
合
流
地
点
で
も
あ
る
大

長
寺
（
現
在
は
藤
田
邸
跡
公
園
。
旧
、
太
閤
園
近
辺
）
裏
の
大
川
左
岸
堤
防
を
２
０

日
か
ら
２
３
日
に
か
け
て
切
り
、
排
水
を
行
っ
た
。
し
か
し
浸
水
地
域
の
排
水
が
終

わ
っ
て
い
な
い
２
７
日
の
夜
か
ら
雷
雨
が
始
ま
り
、
２
８
日
は
台
風
の
影
響
で
大
雨

と
な
っ
た
。
２
９
日
は
風
が
強
ま
り
、
７
月
１
日
は
暴
風
雨
と
な
っ
て
、
２
日
に
は

修
復
中
だ
っ
た
伊
加
賀
の
堤
防
が
再
び
決
壊
し
、
再
び
淀
川
の
水
が
南
側
に
あ
ふ
れ

た
。
さ
ら
に
、
現
・
都
島
区
の
桜
宮
の
堤
防
も
三
か
所
決
壊
し
、
「
わ
ざ
と
切
れ
」

を
行
っ
た
大
長
寺
裏
の
堤
防
か
ら
も
大
川
の
水
が
入
っ
て
き
た
。
今
回
の
洪
水
は
こ

れ
に
収
ま
ら
ず
、
前
回
の
洪
水
で
は
そ
れ
以
上
の
被
害
を
防
い
で
い
た
寝
屋
川
の
堤

防
が
現
・
鶴
見
区
の
徳
庵
で
決
壊
し
、
寝
屋
川
に
注
ぐ
他
の
河
川
も
水
が
溢
れ
出
し

た
結
果
、
洪
水
は
寝
屋
川
以
南
に
ま
で
拡
大
し
、
７
月
上
旬
に
は
江
戸
時
代
の
干
拓

で
消
滅
し
た
は
ず
の
深
野
池
と
新
開
池
以
上
の
大
き
な
湖
、
か
つ
て
の
河
内
湖
が
地

上
に
現
れ
出
す
始
末
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
高
潮
ま
で
加
わ
っ
て
大
阪
湾
の
水
が
安
治

川
を
遡
っ
て
現
在
の
北
区
、
西
区
一
帯
も
浸
水
し
、
大
阪
市
内
で
は
大
阪
城
か
ら
天

王
寺
間
の
一
部
高
台
を
除
く
殆
ど
の
低
地
部
が
水
害
を
受
け
た
。
（
大
阪
天
満
宮
の

あ
た
り
は
微
高
地
だ
っ
た
た
め
に
浸
水
を
免
れ
た
）
こ
れ
を
機
に
明
治
２
９
年
、
河

川
法
が
制
定
さ
れ
淀
川
の
洪
水
対
策
が
本
格
化
す
る
。

新年度『パストラールシニア大学』開講！

２０２４年度『パストラールシニア大学』
～ちょっとだけ予告です～

今年度の第１回目を飾る？のは、静岡県警で3１年

間、警察官として勤務してきた竹田施設長。その経験

談を（公表できる限界！？）までお話します。８月に

は、現在関学に通う男子学生の講演。女の子として

育った当事者が性の違和感を抱つつ成長、その後カミ

ングアウトした“彼”は、「伝説の高校生講演家」と

してデビュー。その後の活動や思いなどを伝えます。

１０月には、現在放映中のNHKの「朝イチ」の前身、

「生活ほっとモーニング」の司会などを務めた元、

NHKアナウンサーの住田功一氏の講演。また９月には

“不眠”についての講演もあります。（デモンスト

レーションで西川㈱の枕やお布団の展示も予定。）１

１月、歴史好きの方には、慶応４年、現在の神戸大丸、

三宮神社付近で起こった『神戸事件』の講演。明治新

政府が最初に直面した外交事件は、伊藤博文や五代友

厚なども巻き込み、最後は一人の若き武士

の切腹によって一応の解決をみます。

・・・などなどその他、様々なジャンル

のテーマをご用意しています。

２０１５年からパストラール尼崎に開校した『パス

トラールシニア大学』も今年で１０年目を迎えます。

（コロナで３年間中断）そもそもシニア大学の立ち

上げは、兵庫県が支援する「兵庫県阪神シニアカ

レッジ」をモデルにしています。昔のイメージの高

齢者とは程遠いアクティブな参加者に接し、パスト

ラール尼崎の皆様にも天候や体調に大きく左右され

ない“学びの場”を館内で提供できないかと考えた

のが始まりです。初回の実施までテーマや講師依頼

など悩みは尽きず、手探りでのスタートとなりまし

たが、第１回から多数の学生（ご入居者）が「パス

トラールシニア大学」の門をくぐり、結果、現在ま

で、のべ２６７２名の卒業生を輩出しています。皆

勤、精勤の方々も毎年多数おられ、ジャンルを問わ

ず「何でも学んでみよう！」という知識欲旺盛な姿

勢が頼もしくもあります。

さて、今年度もいよいよシニア大学が始まります。

２か月をかけ、１０人の多彩な講師がようやく決定

しました。右記にその内容を簡単にご紹介します。

アクティブシニアとして今年も多数のシニア大学へ

のご入学お待ちしています！！ 住田功一氏


